
はじめに 
 
 

	
 生活者の立場から地域社会の安全問題を考え、地域社会の安全性の向上に寄与す

ることを目的として、1986 年 12 月に設立された地域安全学会では、当時の研究発

表会は秋季の口頭発表だけでしたが、その後、数々の自然災害をはじめとして、会

員の皆様の地域社会の安全性向上に貢献する研究活動を通して、春季研究発表会お

よび秋季の査読論文発表などを合わせて 100 編を超える活発な研究成果報告へとつ

ながってきています。また、日米都市防災会議も阪神・淡路大震災 10 周年となる

2005年 1月からは、国際都市防災会議に発展し、昨年は、第 3回の会議がニュージ

ーランド・ウェリントン市で開催され、多数の研究報告が行われました。 

春季研究発表会は、「東南海・南海地震に備える」をメインテーマにした 2004 年

の和歌山県田辺市での総会時から、一般論文の口頭発表をも同時に行う形式で継続

してきました。また、春季の研究発表会は過去に地震・津波や火山活動などによっ

て被害を受けた地域において開催し、地元の皆様とともに防災・減災について考え

ると同時に、学会会員が被災地の復興と減災対策の状況について学ぶことも目的と

しています。 

今回は、古く 1771年の八重山地震による明和の大津波で大きな被災をされた沖縄

県石垣島で開催させていただくことになりました。口頭による研究発表数は 59編と

昨年度、一昨年度に比較して増加傾向にあります。その一部については、文部科学

省リスクコミュニケーションのモデル形成事業による研究成果として特別セッショ

ンを行います。また、公開シンポジウム「低頻度巨大災害のリスクと備え（仮）」を

開催し、津波を代表事例とする低頻度巨大災害のリスクと備えについて、石垣市の

防災対策のご紹介を交えながら、研究機関と地域との連携・協働の実践について学

ぼうと考えています。 

この春の研究発表会開催にあたり、石垣市をはじめとして、さまざまな便宜を提

供してくださった関係者の皆様に深く感謝申し上げます。 
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一般論文発表 

6 月 9 日（金） 

 第 1 セッション 

会場：石垣商工会館研修室 

第 2 セッション 

会場：IT 事業支援センター 

第 3 セッション 

会場：石垣市立図書館視聴覚室 

開始 

時間 

司会：田中聡 

（常葉大学） 

司会：生田英輔 

（大阪市立大大学） 

司会：浦川豪 

（兵庫県立大学） 

13:30 A-1 B-1 C-1 

13:39 A-2 B-2 C-2 

13:48 A-3 B-3 C-3 

13:57 A-4 B-4 C-4 

14:06 A-5 B-5 C-5 

14:15 A-6 B-6 C-6 

14:24 A-7 B-7 C-7 

14:33 A-8 B-8 C-8 

14:42 A-9 B-9 C-9 

休憩(14:51-15:00) 

開始

時間 

司会：鈴木崇伸 

（東洋大学） 

司会：杉安和也 

（東北大学） 

司会：能島暢呂 

（岐阜大学） 

15:00 A-10 B-10 C-10 

15:09 A-11 B-11 C-11 

15:18 A-12 B-12 C-12 

15:27 A-13 B-13 C-13 

15:36 A-14 B-14 C-14 

15:45 A-15 B-15 C-15 

15:54 A-16 B-16 C-16 

16:03 A-17 B-17 C-17 

16:12   C-18 

休憩・移動（-16:40） 

文部科学省リスクコミュニケーションセッション 

コーディネーター：糸井川栄一会長（筑波大学），立木茂雄（同志社大学） 会場：石垣商工会館研修室 

16:40 RC-1   

16:49 RC-2   

16:58 RC-3   

17:07 RC-4   

17:16 RC-5   

17:25 RC-6   

17:34 RC-7   

 

全体質疑 10 分（17:53 終了予定）18:00 から同会場で総会 



会場配置図（第 2 会場，第 3 会場へは，第 1 会場から徒歩 5 分）	
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 (株)インターリスク総研  堀江 啓

新潟大学危機管理室  田村 圭子

静岡大学情報学部  井ノ口 宗成

防災科学技術研究所  林 春男

C-17 大規模観光イベントにおけるゲリラ豪雨時の避難シミュレーション (175)

 山梨大学地域防災・マネジメント研究センター  秦 康範

元山梨大学工学部土木環境工学科  中村 彩香

C-18 洪水ハザードマップを活用した確率論的リスク評価手法の開発 (177)

 (株)インターリスク総研  中西 翔、久松 力人、堀江 啓

RC-1 地震発生確率とリスク認知―地震動予測地図の認識に関する基礎的検討 (181)

 東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター  齋藤 さやか、関谷 直也

RC-2 神戸市における地域力活性化と安全・安心 (185)

 人と防災未来センター  松川 杏寧

同志社大学社会学部  立木 茂雄

RC-3 訓練参加者自身が発見した不測の事態を組み込んだ防災訓練 (187)

 千葉科学大学危機管理システム学科  藤本 一雄

いわき市消防本部  吉田 賢希

RC-4 防災意識のメタ認知刺激を意図した個人別減災カルテの開発とその効果 (191)

 愛媛大学防災情報研究センター  森 伸一郎、羽鳥 剛史

RC-5 衣奈八幡神社秋祭からみる和歌山県由良町漁村群の集落空間の解読 

－漁業集落の事前復興計画策定に関する研究－ 

(191)

 京都大学防災研究所  金 玟淑、牧 紀男

博報堂  佐藤 克志

RC-6 東日本大震災における「津波による犠牲者ゼロ」の地域を対象にした探索

的調査 

(191)

 東北大学災害科学国際研究所  佐藤 翔輔、今村 文彦

RC-7 障がい当事者向け防災リテラシー尺度の開発および当事者参画型防災訓

練での試行 

(191)

  同志社大学大学院社会学研究科  川見 文紀、房 艶旭

同志社大学社会学部  立木 茂雄
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